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 航空機用アクリルラッカーエナメル（つや有） 制定 昭和 ４６． ８．２３ 

 改正 平成 ３１． ３．２６ 

（ＬＡＣＱＵＥＲ） 

 

1 総則 

1.1 適用範囲 

この仕様書は，航空機用アクリルラッカーエナメル（つや有）（以下，ラッカーという。）について規定する。 

  注記 ラッカーは，顔料（クリヤを除く），ニトロセルロース，アクリル樹脂，可塑剤及び溶剤を主な原料とし，これらを十分に

練り合わせて液状にしたもので，ＤＳＰ Ｋ ５１０８の附属書Ａの航空機用金属前処理塗料及びＤＳＰ 

Ｋ ５１０８の塗装系に従った上塗り塗料として，吹付け塗りに適するように作ったものである。 

1.2 種類 

種類は，表１による。 

表１－種類 

色番号 色  名 基 準 値 納入単位（Ｌ） 物 品 番 号 

１１０５ 赤（３） ５Ｒ３．５／１０ １ ８０１０－１６１－７５０６－５ 

１２０６ 朱色 １０Ｒ５／１４．５ ４ ８０１０－３１５－６５０３－５ 

１３０７ 山吹色（２） ２．５Ｙ８／１２ 
１ ８０１０－１６１－７４６８－５ 

４ ８０１０－４１５－５２６１－５ 

１３０８ 山吹色（１） １０ＹＲ７．５／１２ 
１ ８０１０－１６１－７４６９－５ 

４ ８０１０－４１７－２８７３－５ 

１３１４ ＯＤ色 ７．５Ｙ３／１ 
１ ８０１０－１６１－７４７０－５ 

４ ８０１０－２４１－１６３０－５ 

１４１０ 

 
黄みの緑（１） ７．５ＧＹ４．５／１０ 

１ ８０１０－１６１－７４７１－５ 

４ ８０１０－４１５－５２６０－５ 

１５０３ スカイグレイ ５Ｂ７／２ 
１ ８０１０－１６１－７４７４－５ 

４ ８０１０－３１５－６０４０－５ 

１５１１ 青 ２．５ＰＢ３．５／７ 
１ ８０１０－１６１－７４７２－５ 

４ ８０１０－３１５－６５００－５ 

１５１２ あい色 ５Ｂ２．５／２ 
１ ８０１０－１６１－７４７３－５ 

４ ８０１０－３１５－６５０１－５ 

１６０５ チョコレート色 ７．５Ｒ２／４ ４ ８０１０－３１５－６５０５－５ 

１７０６ 暗い灰色（２） Ｎ３ 
１ ８０１０－１６１－７４７５－５ 

４ ８０１０－３１５－６５０６－５ 

１８０１ 白（１） Ｎ９．５ 
１ ８０１０－１６１－７５０７－５ 

４ ８０１０－４１５－５２５７－５ 

１８１２ 黒（２） Ｎ１．５ 
１ ８０１０－１６１－７５０８－５ 

４ ８０１０－４１５－５２５９－５ 
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表１－種類（続き） 

色番号 色  名 基 準 値 納入単位（Ｌ） 物 品 番 号 

― クリヤ ― 
１ ８０１０－１６１－７４６７－５ 

４ ８０１０－３１５－６０３６－５ 

注記 色番号，色名及び基準値は，ＮＤＳ Ｚ ８２０１による。 

1.3 製品の呼び方 

製品の呼び方は，仕様書の名称，色番号，色名及び納入単位による。 

例 航空機用アクリルラッカーエナメル（つや有） １１０５ 赤（３） １Ｌ 

1.4 引用文書 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部をなすものであり，入札書又

は見積書の提出時における最新版とする。 

a) 規格 

ＪＩＳ Ｇ ３１４１ 冷間圧延鋼板及び鋼帯 

ＪＩＳ Ｇ ３３０３ ぶりき及びぶりき原板 

ＪＩＳ Ｈ ４０００ アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－１－１ 塗料一般試験方法－第１部：通則－第１節：試験一般（条件及び方法） 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－１－２ 塗料一般試験方法－第１部：通則－第２節：サンプリング 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－１－４ 塗料一般試験方法－第１部：通則－第４節：試験用標準試験板 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－２－２ 塗料一般試験方法－第２部：塗料の性状・安定性－第２節：粘度 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－２－４ 塗料一般試験方法－第２部：塗料の性状・安定性－第４節：密度（ピクノメータ法） 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－２－５ 塗料一般試験方法－第２部：塗料の性状・安定性－第５節：分散度 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－２－７ 塗料一般試験方法－第２部：塗料の性状・安定性－第７節：貯蔵安定性 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－３－６ 塗料一般試験方法－第３部：塗膜の形成機能－第６節：不粘着乾燥性 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－４－１ 塗料一般試験方法－第４部：塗膜の視覚特性－第１節：隠ぺい力（淡彩色塗料用） 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－４－５ 塗料一般試験方法－第４部：塗膜の視覚特性－第５節：測色（測定） 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－４－７ 塗料一般試験方法－第４部：塗膜の視覚特性－第７節：鏡面光沢度 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－６－３ 塗料一般試験方法－第６部：塗膜の化学的性質－第３節：耐加熱性 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－７－６ 塗料一般試験方法－第７部：塗膜の長期耐久性－第６節：屋外暴露耐候性 

ＪＩＳ Ｋ ５６０１－１－１ 塗料成分試験方法－第１部：通則－第１節：試験一般（条件及び方法）  

ＪＩＳ Ｋ ５６０１－１－２ 塗料成分試験方法－第１部：通則－第２節：加熱残分  

ＪＩＳ Ｋ ８８１０ １－ブタノール（試薬） 

ＪＩＳ Ｋ ８８３９ ２－プロパノール（試薬） 

ＪＩＳ Ｋ ９００５ りん酸（試薬） 

ＪＩＳ Ｒ ３２０２ フロート板ガラス及び磨き板ガラス 

ＪＩＳ Ｚ １５０６ 外装用段ボール箱   

ＪＩＳ Ｚ １５０７ 段ボール箱の形式 

ＪＩＳ Ｚ １５２４ 包装用布粘着テープ 

ＪＩＳ Ｚ １６０２ 金属板製１８リットル缶 

ＮＤＳ Ｚ ０００１ 包装の総則 

ＮＤＳ Ｚ ８２０１ 標準色 
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b) 仕様書 

ＤＳＰ Ｋ ５１０８ 航空機用ジンククロメートラッカープライマー 

ＤＳＰ Ｋ ５４０９ アクリルニトロセルロース系ラッカー用シンナー 

c) 法令等 

装備品等の製造設備等の認定に関する訓令（昭和５０年防衛庁訓令第４４号） 

 

2 製品に関する要求 

2.1 認定  

このラッカーには，装備品等の製造設備等の認定に関する訓令が適用される。 

2.2 品質  

品質は，付表１の規定に適合しなければならない。 

 

3 品質保証 

3.1 認定検査・検査 

認定検査及び検査の項目及び方法は，付表１によるものとし，それぞれの品質の規定に適合しなければならない。（認定検

査及び検査の項目は，それぞれ○印をもって示す。） 

3.2 認定検査・検査の一般条件 

認定検査及び検査の一般条件は，ＪＩＳ Ｋ ５６００－１－１及びＪＩＳ Ｋ ５６０１－１－１によるほか，次

による。 

a) 鏡面光沢度に用いる試験板は，ＪＩＳ Ｒ ３２０２に規定する磨き板ガラス（寸法は，約２００ ｍｍ×１００ ｍｍ×５ 

ｍｍする。）をＪＩＳ Ｋ ５６００－１－４の 5.5.2 の洗剤洗浄による調整をしたものを使用する。 

b) 上塗り適合性に用いる試験板は，ＪＩＳ Ｒ ３２０２に規定するフロート板ガラス（寸法は，約２００ ｍｍ×１００ ｍｍ

×５ ｍｍとする。）をＪＩＳ Ｋ ５６００－１－４の 5.5.2 の洗剤洗浄による調整をしたものを使用する。 

c) 色に用いる試験板は，ＪＩＳ Ｇ ３３０３に規定する表面に曇りのないぶりき板（寸法は，約２００ ｍｍ×５０ ｍｍ×

０．３ ｍｍとする。）をＪＩＳ Ｋ ５６００－１－４の 5.2.2 の溶剤洗浄による調整をしたものを使用する。 

d) a)，b)及び c)以外の試験板は，ＪＩＳ Ｈ ４０００に規定するアルミニウム合金合わせ板のＡ２０２４ＰＣ （寸法は，

塗装作業性に用いる場合は約５００ ｍｍ×２００ ｍｍ×１．０ ｍｍ，屋外暴露耐候性に用いる場合は約３００ ｍｍ×１５０ 

ｍｍ×１．０ ｍｍ及びその他の場合は約１５０ ｍｍ×７０ ｍｍ×０．５ ｍｍとする。）とし，ＪＩＳ Ｋ ５６００－１－

４の 5.4.2 の溶剤洗浄による調整をし，次に示すりん酸処理をしたものを使用する。ただし，冷間屈曲性に用いる試験板

は，ＪＩＳ Ｇ ３１４１に規定するＳＰＣＣ－ＳＢ（寸法は，約１５０ ｍｍ×５０ ｍｍ×０．５ ｍｍとする。）を使用する。 

1) りん酸処理は，次の操作を行う。 

1.1) d) に規定した方法で洗浄を行ったアルミニウム板は，約８０ ℃に保った表２のりん酸溶液に１０分間浸す。 

表２－りん酸溶液（質量比） 

組                成 質量比 

りん酸（８５％） ＪＩＳ Ｋ ９００５の特級 １０ 

１－ブタノール（試薬）ＪＩＳ Ｋ ８８１０ （ｎ－ブチルアルコール，ｎ－ブタノール）の特級 ４０ 

２－プロパノール（試薬）ＪＩＳ Ｋ ８８３９（イソプロピルアルコール，イソプロパノール）の特級 ３０ 

蒸留水 ２０ 

1.2) この溶液から取り出した試験板は，室内に立て掛けて２時間置き，柔らかい綿布で軽くこすり，水で洗ってから５０ ℃

に保った恒温器に入れる。１時間置いた後取り出して，直ちに適切な乾燥剤を入れたデシケータに入れ，４８時間以内

に試験を行う。 
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e) 塗装系は，ＤＳＰ Ｋ ５１０８の附属書Ａの塗料を乾燥塗膜の厚さが０．００５～０．００７５ ｍｍになるように吹き付け

て１回塗り，３０分間自然乾燥させる。このプライマー塗膜の上に，ＤＳＰ Ｋ ５４０９のシンナーの等量でうすめたも

のを，４５分間隔で２回吹き付けて塗る。このとき，２回塗りした乾燥塗膜の厚さが０．０２５±０．００５ ｍｍになるようにする。

２回目の塗装後，２４時間自然乾燥したものを試験片とする。ただし，不粘着性及び付着性に用いる試験片は，２回目の塗

装後，不粘着性については５時間，付着性は，７２時間それぞれ自然乾燥する。冷間屈曲性，耐水性，耐溶剤性及び耐

潤滑油性に用いる試験片は，２回目の塗装後，２時間自然乾燥した後，８２±１ ℃で１時間加熱乾燥したものとする。 

3.3 試料採取方法 

認定検査及び検査のための試料の採取方法は，ＪＩＳ Ｋ ５６００－１－２による。 

 

4 出荷条件 

4.1 個装 

個装は，次によるほか商慣習によるものとする。 

4.1.1 個装の方法 

ラッカーは，4.1.2 の容器に入れる。  

4.1.2 容器 

容器は，次による。 

a) 種類は，１L１）丸缶及び４L１）丸缶の２種類とする。 

注１） 呼び容量を示す。 

b) 材料及び寸法は，表３による。 

表３－材料及び寸法 

単位 ｍｍ 

容器の種類 
材    料 寸    法 

材    質 厚さ 直径 高さ 

１L 丸缶 ＪＩＳ Ｇ ３３０３に規定するＳＰＴＥ５．６

／５．６を用いる。 

０．２４以上 １１２±２ １３０±２ 

４L 丸缶 ０．２６以上 １７５±１０ ２３０±１０ 

c) １L 丸缶及び４L 丸缶の構造は，次による。  

1) 胴板の接合は，ＪＩＳ Ｚ １６０２の参考図１に準じてサイドシームを施し，胴板ははんだ付け，接着剤付け又は

電気溶接をしたもの。 

2) 天板及び地板と胴板の接合は，二重巻き締めをしたうえはんだ付けを施すか，又は，接着剤を使用したものであること。 

3) １L 丸缶には，つるは付けない。４L 丸缶には，運搬などに耐える太さの亜鉛メッキ針金製のつるを付けるものとし，つるの

留め金は，胴体外部に付けたもの。 

4) 天板には，押し蓋を取り付けて充塡口とする。充塡口の直径は，ラッカーのかくはん又は取り出しに差し支えないようで

きるだけ大きくする。１L 丸缶の蓋はシングル又はダブル蓋とし，４L 丸缶の蓋はダブル蓋とする。 

d) 品質は，巻き締め，サイドシーム及び接着部が良好で，ひずみ，きず，しわ，さびその他使用上有害な欠点がなく，ラッカ

ー封入後通常の取り扱い及び保管をした場合に漏れがあってはならない。 

4.2 外装 

外装は，次によるほか商慣習によるものとする。 

4.2.1 外装の方法 

外装の方法は，次による。 

 

 



５ 

Ｋ ５３１１F 

a) 容器は，段ボール箱で外装するものとし，外装する缶の数量及び配列は，表４による。 

 

表４－外装する缶の数量及び配列 

                              単位 個 

容器の種類 数量 
配      列 

長さ方向の個数 幅方向の個数 深さ方向の個数 

１L 丸缶 ２０ ５ ２ ２ 

４L 丸缶 ４ ２ ２ １ 

 

b) 段ボール箱に缶を入れた場合に，長さ，幅及び深さのそれぞれの方向に３ ｍｍ以上の隙間を生じないものとする。 

c) 段ボール箱の封かんには包装用布粘着テープを用い，外フラップの合わせ目を図１のように密封する。 

 

 

 

 

図１－封かん要領 

 

4.2.2 外装材料 

a) 段ボール箱は，ＪＩＳ Ｚ １５０６の複両面段ボールの３種とする。ただし，段ボール箱の材料及び形式は，次による。 

1) 接合材は，ＪＩＳ Ｚ １５０６の平線を用いる。 

2) 形式は，ＪＩＳ Ｚ １５０７の０２０１とする。 

b) 包装用布粘着テープは，幅５０ ｍｍのものを用いる。 

4.2.3 外装の表示   

外装の表示は，ＮＤＳ Ｚ ０００１による。ただし，陸上・海上・航空各自衛隊の標識は，“防衛省”と替えて表示する。 

4.3 容器の表示   

容器の表示は，ＮＤＳ Ｚ ０００１による。ただし，外面塗装（ＯＤ色）の有無，文字の色及び表示方法については，商

慣習による。 

4.4 納入単位 

納入単位は，２３ ℃における容量（Ｌ）とし，4.1.2 の１L 丸缶及び４L 丸缶にそれぞれ１ L 及び４ L のラッカーを封入する。 

 

 

 

原案作成部課等名：防衛装備庁 装備政策部装備制度管理官付類別・標準化企画室  
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付表１－品質 

項    目 規    定 
認定 

検査 
検査 試  験  方  法 

容器の中での状態 （ク

リヤを除く） 

かき混ぜたとき,堅い塊がなく

て一様になること。 

○ ○ ＪＩＳ Ｋ ５６００－１－１の 4.1.2 の a)

による。 

密度 

（２３℃）  

 

ｇ／ｃｍ3 

クリヤ， ０．９１以上 

○ ○ 
ＪＩＳ Ｋ ５６００－２－４のピクノメータ法

による。 

赤（３）， ０．９３以上 

黒（２） 

あい色 

０．９２以上 

その他 １．００以上 

粘度 

  秒 

暗い灰色（２） ６０以下 

○ ○ 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－２－２の３．フローカッ

プ法（４ ｍｍカップ）による。ただし，ラッカーは，

等容量のＤＳＰ Ｋ ５４０９のシンナーでう

すめ，２３±０．５ ℃で測定する。 

その他 ４５以下 

分散度  μｍ 

（クリヤを除く） 

１０以下 ○ ○ ＪＩＳ Ｋ ５６００－２－５による。 

塗装作業性 塗装作業に支障がないこと。 ○ ○ ＪＩＳ Ｋ ５６００－１－１の 4.2 の２回塗

りの場合による。 

上塗り適合性 

（クリヤを除く） 

下塗り塗料の吸収が著しくな

いこと。 

○ ○ ガラス板にラッカーだけを吹き付けて塗ったもの

と，3.2によってＤＳＰ Ｋ ５１０８のプライマ

ーを下塗りし，その上にラッカーを吹き付けて塗

った試験片を作成し，鏡面光沢度６０度で測定

する。後者の値が前者に比べ差が５以下のとき

“下塗り塗料の吸収が著しくない”とする。 

重塗り適合性 塗り重ねたとき異常がないこ

と。 

○ ○ 3.2 によって作成した３枚の試験板にラッカーを

それぞれ３０分，１時間及び２時間の間隔で２回

吹き付けて塗る。２４時間自然乾燥した後，塗面

について，膨れ，穴の有無，反射光で塗面の滑

らかさ及びリフティングの有無を調べる。異常が

ないとき，“塗り重ねたとき異常がない”とする。 

乾燥時間    ｍｉｎ ４０以内 ○ ○ ＪＩＳ Ｋ ５６００－１－１の 4.3常温乾燥

の硬化乾燥による。 

塗膜の外観 良好であること。 ○ ○ ＪＩＳ Ｋ ５６００－１－１の 4.4 による。 

鏡面

光度 

（６０

度） 

白（１）， スカイ

グレイ 

７５以上 

○ ○ 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－４－７による。ただし，

試験片は，ラッカーを磨き板ガラスの片面にフィ

ルムアプリケーターの隙間０．１５ ㎜のものを用

い，１回塗りし，室内で７２時間乾燥したものとす

る。 

黒（２） ８５以上 

その他（クリヤを

除く） 

８０以上 

 

 



７ 

Ｋ ５３１１F 

 

付表１－品質（続き） 

項    目 規    定 
認定 

検査 
検査 試  験  方  法 

隠 

ペ 

い 

率 

％ 

山吹色（２）    ８６以上 

○ ― 

ＪＩＳ Ｋ ５６００－４－１の方法Ｂによる

ほか，次のとおりとする。ただし，隠ぺい率試験

紙は１枚とし，規定の乾燥塗膜になるよう塗装す

る。 

標準状態で４８時間放置した試験紙の隠ぺい率

を求める。隠ぺい率の算出は，白地と黒地の塗

膜の上４箇所について三刺激値Ｙを測定し，そ

れぞれ平均のＹＷ，ＹＢを求め，ＹＢ／ＹＷの百分

率で表す。 

山吹色（１） 

赤（３） 

８８以上 

白（１） ９０以上 

朱色 ９６以上 

その他（クリヤを

除く） 

９８以上 

拡散反射率 ８５以上 ○ ○ ＪＩＳ Ｋ ５６００－４－５の 4.1.2 の４５

度０度拡散反射率による。 

加熱

残分 

％ 

クリヤ ３０以上 

○ ○ ＪＩＳ Ｋ ５６０１－１－２による。 
あい色，赤（３），

黒（２） 

３２以上 

その他 ４０以上 

貯蔵安定性 １２か月試験したとき，異常を

認めないこと。 

○ ― ＪＩＳ Ｋ ５６００－２－７の箇条 6 によ

る。 

不粘着性 粘着の程度が著しくないこと。 ○ ― ＪＩＳ Ｋ ５６００－３－６のＢ法によ

る。ただし，試験片は 3.2 によって作成し，試験

片の塗面を上向きにして水平に置き，その中央

に５０ ｍｍ平方のガーゼ（日本薬局方）を５枚重

ね，厚さ約３ ｍｍのフェルト又は，ゴムを敷いた

上に直径４０ ｍｍ，質量５００ ｇで底面が平らな

円柱形のおもりを載せ１時間保った後，おもりと

布を取り除き，４時間後に塗面状態を肉眼で調

べる。布目のあとの著しくない場合“粘着の程度

が著しくない”とする。 

耐加熱性 色の変化が著しくないこと。 ○ ― ＪＩＳ Ｋ ５６００－６－３の塗膜の加熱

安定性による。ただし，試験片は 3.2 によって作

成し，６３～６８ ℃の恒温槽に４８時間保持す

る。恒温槽から取り出し室温になるまで放冷し，

加熱しない試験片と比べて色の変化が著しくな

いとき“色の変化が著しくない”とする。 

 

  



８ 

Ｋ ５３１１F 

 

付表１－品質（続き） 

項    目 規    定 
認定 

検査 
検査 試  験  方  法 

付着性 貼り付けられたテープによっ

て塗膜が剝がれないこと。 

○ ― 3.2によって作成した試験片の2/3を蒸留水に浸

し，室温で２４時間浸せきする。２４時間浸せき

後，試験片を取り出し，柔らかい布で水分を拭き

取り，直ちに水に浸した部分に約２５ ｍｍの間隔

で金属の素地に達するきずを平行に２本入れる。

次にきずと直角の方向にＪＩＳ Ｚ １５２４に

規定する包装用布粘着テープ１種１号を貼り，ゴ

ムローラーａ）で２往復押しつけた後，テープの一

端を持って急速に剝がす。このとき試験片を水か

ら出してからテープを貼るまでの時間は６０±５秒

とする。テープを剝がしたとき，ラッカー塗膜が金

属素地又はプライマーの塗膜から剝がれなけれ

ば，“貼り付けられたテープによって塗膜が剝が

れない”とする。 

冷間屈曲性 ０℃の水に浸したとき，直径６

ｍｍの折り曲げに耐えること。 

○ ― 3.2 によって作成した試験片の温度が室温まで

冷えないうちに，氷の小片の浮いた約０ ℃に保

った水浴中に入れ，そのまま１５分間保つ。１５分

後，直径６ ｍｍのマンドレルの周りに約２秒間か

けて約１８０度折り曲げ，割れ，剝がれの有無を

調べる。このとき，折り曲げは水浴から引き上げて

直ちに行う。 

なお，試験片の両端各５ ｍｍずつは判定の対象

としない。割れ，剝がれのないとき（微亀裂は不

合格の対象としない。）“０ ℃の水に浸したとき，

直径６ ｍｍの折り曲げに耐える”とする。 

耐溶剤性 炭化水素系溶剤に４時間浸し

たとき，異常を認めないこと。 

○ ― 3.2 によって作成した試験片の２／３を混合溶剤

ｂ）に浸し，室温で４時間浸せきする。この際浸せ

き用の容器は，時計皿又は適当なもので溶液が

蒸発しないように蓋をする。４時間経過後，試験

片を取り出し，塗面の膨れ，剝がれ及びしわの有

無を調べる。このとき浸せき境界上の僅かなガム

質化は判定の対象としない。また，更に２４時間

後，塗膜は浸せき前の状態に戻らなければなら

ない。ただし，僅かな変色及び曇りは差し支えな

い。試験片を取り出した直後，膨れ，剝がれ及び

しわがなく，更に２４時間後，塗膜の状態が元に

戻れば，“炭化水素系溶剤に４時間浸したとき，

異常を認めない”とする。 

 

 



９ 

Ｋ ５３１１F 

付表１－品質（続き） 

項    目 規    定 
認定 

検査 
検査 試  験  方  法 

耐水性 水に２４時間浸したとき，異常

を認めないこと。 

○ ― 3.2 によって作成した試験片の２／３を蒸留水に

浸し，室温で２４時間浸せきした後，試験片を取

り出し，柔らかい布を用いて軽く水分を拭き取り

膜の割れ，膨れ及び白化の有無を調べる。割

れ，膨れ及び白化のないとき，“水に２４時間浸

したとき，異常を認めない”とする。 

耐潤滑油性 潤滑油に２時間浸したとき，

異常を認めないこと。 

 

 

○ ― 3.2 によって作成した試験片の２／３を１２１±

2 ℃に保った混合溶液ｃ）中に浸し，２時間保

つ。２時間経過後，試験片を取り出し，直ちにミ

ネラルスピリット又は脂肪族ナフサを染み込ませ

た布で軽くぬぐって浸せき液を取り除いた後，塗

膜の膨れ，剝がれ，しわ及び軟化の有無を調べ

る。このとき，浸せき境界面上の僅かなガム質化

は判定の対象としない。また，僅かな変色は差

し支えない。 

なお，試験片を取り出した後，試験液（試験後

の混合溶液）の変色を調べる。塗膜に膨れ，剝

がれ，しわ及び軟化がなく，試験液に変色がな

いとき“潤滑油に２時間浸したとき，異常を認め

ない”とする。 

屋外暴露耐候性（クリヤ

を除く） 

１２か月試験したとき，異常を

認めない。 

○ ― ＪＩＳ Ｋ ５６００－７－６による。ただし，

試験片は 3.2 によって４枚作成し，１枚は原状

試験片とする。２回目の塗装後，試験までの乾

燥時間は９６時間とする。 

色 表１の色番号欄に示す色番

号で表示される色を標準と

し，それと比べて著しい差が

ないこと。 

○ ○ 試験片の色とＮＤＳ Ｚ ８２０１の標準色見

本とを拡散昼光の下で目視によって比べる。試

験片は，ぶりき板の片面に試料を塗装したもの

とする。 

注ａ）  ゴムローラーは，全質量約２ ｋｇ，直径９０ ｍｍで幅４５ ｍｍのゴムを巻いたもので，ゴムの硬さは，デュロメーター

で７０～８０であること。 

ｂ） 混合溶剤の組成は，次による。 

混合溶剤の組成 

組    成 配合割合（容量比） 

トルエン ３ 

イソオクタン ７ 

ｃ） 抽出溶剤の組成は，次による。 

抽出溶剤の組成 

組    成 配合割合（容量比） 

ジ－２－エチルヘキシル－セバケート ９５ 

りん酸トリクレジル ５ 
 

 

．


